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　和歌山県薬剤師会は会員の薬剤師を

「災害薬事リーダー」として育成する独

自事業に取り組んでいる。県内での災害

発生時に各地域と県薬本部等を橋渡しす

る役割を担い、被災者への医薬品調剤や

ＯＴＣ提供が円滑に行われるように支援

するもの。2018年度から研

修や訓練を開始し、県内８

地域で計50人を育成した。

今年度も５月に訓練を実

施。いつ起こるか分からな

い災害の発生に備えている。

　

南
西
に
長
い
海
岸
線
を
持
つ

和
歌
山
県
は
、
近
く
発
生
す
る

と
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
る
。
災
害
発

生
時
に
は
、
災
害
派
遣
医
療

チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
な
ど
県

外
の
支
援
班
と
県
内
の
医
療
従

事
者
が
協
力
し
て
、
救
護
所
等

で
被
災
者
に
医
療
を
提
供
す

る
。
医
薬
品
調
剤
や
Ｏ
Ｔ
Ｃ
提

供
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
県

薬
本
部
等
と
の
橋
渡
し
役
と

な
っ
て
各
地
で
活
躍
で
き
る
薬

剤
師
を
災
害
薬
事
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
育
成
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
人
材
を
育
成
す
る

契
機
と
な
っ
た
の
は
、
16
年
に

発
生
し
た
熊
本
地
震
。
和
歌
山

県
薬
の
救
護
班
が
現
地
へ
出

向
き
、
様
々
な
教
訓
を
得
た
と

い
う
。

　

和
歌
山
県
薬
常
務
理
事
で
災

害
対
策
委
員
会
委
員
長
の
大

桑
邦
稔
氏
（
和
歌
山
県
薬
お
く

す
り
セ
ン
タ
ー
薬
局
・
薬
事
情

報
セ
ン
タ
ー
）
は
、「
熊
本
県

薬
剤
師
会
の
少
数
の
担
当
者

に
業
務
が
集
中
し
、
大
変
そ
う

に
見
え
た
。
災
害
発
生
時
に
活

躍
で
き
る
薬
剤
師
が
各
地
に

存
在
し
、
業
務
を
分
担
で
き
れ

ば
い
い
と
考
え
た
」
と
振
り
返

る
。

　

国
は
、
各
都
道
府
県
に
「
災

害
薬
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

の
設
置
を
要
請
し
て
お
り
、
和

歌
山
県
で
も
第
８
次
医
療
計
画

に
役
割
や
担
当
職
種
等
が
明
記

さ
れ
る
見
通
し
だ
。
詳
細
は
ま

だ
固
ま
っ
て
い
な
い
が
、
大
桑

氏
は
「
わ
れ
わ
れ
が
育
成
し
た

災
害
薬
事
リ
ー
ダ
ー
の
中
か

ら
、
災
害
薬
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
な
る
薬
剤
師
が
現
れ
、

災
害
発
生
時
に
は
両
者
が
連
携

し
て
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
語
る
。

各
地
と
県
薬
本
部
を
橋
渡
し

災
害
薬
事
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
和
歌
山
県
薬
会
館
で

今
年
５
月
に
災
害
対
策
研
修
会
を
開
い
た

研修会では多数の参加者が各種ツールの使い方などを体験した

参
加
者
は
、
各
医
療
機
関
の
投
薬
や

検
査
等
の
情
報
を
共
有
す
る
医
療
連

携
シ
ス
テ
ム
「
青
洲
リ
ン
ク
」
を
災

害
時
に
使
用
す
る
方
法
を
修
得
し
た

災害時に情報を時系列に並べて整理する「クロノロジー」の
手法も学んだ

災害薬事リーダー用に専用の帽子を制作した（右は
和歌山県薬の岩城副会長、左は大桑常務理事）

和歌山県薬

災害薬事リーダーを育成
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和
歌
山
県
薬
は
、
熊
本
地
震

の
支
援
に
出
向
い
た
経
験
を
生

か
し
、
災
害
発
生
時
に
薬
剤
師

が
救
護
所
等
で
使
用
す
る
独
自

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
開
発
し
て

い
る
。

　

名
称
は
「
わ
か
や
ま
︲
Ｐ
Ｄ

Ａ
Ｓ
Ｓ
」。
救
護
所
に
持
ち
込

ん
だ
パ
ソ
コ
ン
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
立
ち
上
げ
て
、
被
災
者
の

氏
名
や
居
場
所
、
連
絡
先
、
既

往
歴
、
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
、
処
方

情
報
等
を
入
力
し
て
管
理
で
き

る
。
厚
生
労
働
省
の
医
薬
品
マ

ス
タ
を
取
り
込
む
機
能
も
あ

る
。
プ
リ
ン
タ
と
接
続
す
れ
ば

薬
袋
の
発
行
や
、
医
薬
品
名
等

を
記
載
し
た
お
く
す
り
手
帳
貼

付
用
シ
ー
ル
の
印
刷
も
可
能
だ
。

　

熊
本
地
震
で
は
、
医
薬
品
名

や
用
法
、
用
量
を
手
書
き
で
薬

袋
に
記
載
し
、
患
者
に
渡
し
て

い
た
。
手
間
や
時
間
が
か
か
る

だ
け
で
な
く
、
判
読
し
づ
ら
い

手
書
き
の
文
字
は
、
誤
薬
に
つ

な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
う

し
た
反
省
を
も
と
に
18
年
に
開

発
し
た
。
こ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
、

災
害
薬
事
リ
ー
ダ
ー
は
訓
練
を

積
ん
で
い
る
。

　

和
歌
山
県
薬
は
14
年
に
、
災

害
時
の
医
薬
品
調
剤
な
ど
薬
局

機
能
を
有
し
た
災
害
対
応
医

薬
品
供
給
車
両
（
モ
バ
イ
ル

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
）
を
導
入
。
全

国
の
薬
剤
師
会
で
３
番
目
の
早

さ
と
な
る
導
入
で
、
熊
本
地
震

の
支
援
で
も
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
が
活
躍
し
た
。

　

一
包
化
や
散
剤
の
調
剤
に
使

え
る
分
包
機
や
保
冷
庫
を
備

え
、
水
や
電
気
を
使
え
る
。
当

初
は
車
内
に
ト
イ
レ
や
シ
ャ

ワ
ー
を
設
置
し
て
い
た
が
、
救

護
所
で
の
活
動
に
は
不
要
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
、後
に
撤
去
。

空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
医
薬
品
保

管
庫
を
新
設
し
た
。

　

災
害
時
に
薬
局
と
し
て
機
能

す
る
有
用
性
が
認
め
ら
れ
、
和

歌
山
県
の
「
地
域
防
災
計
画
」

や
「
災
害
時
医
薬
品
等
供
給
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
は
、
モ
バ
イ
ル

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の
文
言
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
和
歌
山
県
と

県
薬
の
協
定
内
容
と
し
て
「
災

害
時
、
県
の
要
請
に
基
づ
き
、

指
定
さ
れ
た
場
所
に
薬
剤
師
・

モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を
派

遣
」
と
記
載
。
災
害
発
生
時
に

は
、
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

を
薬
局
と
見
な
し
、
卸
か
ら
医

薬
品
を
購
入
で
き
る
こ
と
が
明

示
さ
れ
た
。

　

大
桑
氏
は
「
モ
バ
イ
ル

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
が
救
護
所
か
ら

医
薬
品
を
卸
に
発
注
す
る
こ
と

は
法
的
に
は
グ
レ
ー
だ
っ
た

が
、
こ
う
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

明
記
さ
れ
る
こ
と
で
、
業
務
を

や
り
や
す
く
な
る
」
と
強
調
す

る
。

　

災
害
時
、
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
か
ら
卸
に
医
薬
品
を
発

注
で
き
る
シ
ス
テ
ム
も
確
立
し

た
。
ケ
ー
エ
ス
ケ
ー
の
シ
ス
テ

ム
「PharPlus

」
を
利
用
し
た

も
の
で
、
複
数
の
卸
を
対
象
に

利
用
で
き
る
。
購
入
費
は
和
歌

山
県
薬
の
会
営
薬
局
で
精
算
す

る
仕
組
み
。
こ
れ
で
モ
バ
イ
ル

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の
機
動
力
が
さ

ら
に
高
ま
っ
た
。

被災者の処方情報など管理

災
害
発
生
時
に
薬
剤
師
が
救
護
所
等
で

使
用
す
る
独
自
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「
わ

か
や
ま
︲
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」
を
開
発
し
た

救護所に持ち込んだパソコンで
「わかやま–ＰＤＡＳＳ」を立
ち上げ、被災者の情報を管理で
きる

厚生労働省の医薬品マスタを取り込み、患者の処方情報を
管理できる

同マニュアルには「モバイルファーマシー
派遣」の文言が盛り込まれた

今年８月に大阪赤十字病院で開かれた体験型の防災セミナー「災育」に
モバイルファーマシーを出展。一般市民に内部を見学してもらった

独自のソフトウェアを開発
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被災者の処方情報など管理
和
歌
山
県
の
「
災
害
時
医
薬
品
等

供
給
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
災
害
発
生
時
に

モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を
薬
局
と
見

な
し
、
卸
か
ら
医
薬
品
を
購
入
で
き
る

こ
と
が
明
示
さ
れ
た

今年８月に大阪赤十字病院で開かれた体験型の防災セミナー「災育」に
モバイルファーマシーを出展。一般市民に内部を見学してもらった

「
災
育
」
で
市
民
へ
の
説
明
を
担
当
し
た

和
歌
山
県
薬
の
ス
タ
ッ
フ

災害時、モバイルファーマシーから卸に医薬品を
発注できるシステムを確立

独自のソフトウェアを開発



当ファイルの著作権は㈱薬事日報社またはコンテンツ提供者に帰属します。当ファイル（印刷物含む）の利用は私的利用の範囲内に限られ、それ以
外の無断複製・無断転載・無断引用はご遠慮ください。当ファイル（印刷物含む）を社内資料、営業資料などでご利用される場合はご相談ください。

株式会社薬事日報社　TEL:03-3862-2141　shinbun@yakuji.co.jp　http://www.yakuji.co.jp/ 

（ 14 ）第12787号 2023（令和５）年 9 月 6 日　水曜日（第三種郵便物認可） 藥　事　日　報

　

和
歌
山
県
薬
の
モ
バ
イ
ル

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
が
初
め
て
災
害

の
支
援
に
出
向
い
た
の
は
、
16

年
の
熊
本
地
震
だ
。
和
歌
山
県

薬
の
メ
ン
バ
ー
が
交
代
し
な
が

ら
現
地
で
３
週
間
、
支
援
活
動

を
続
け
た
。
人
員
派
遣
を
切

り
上
げ
た
後
も
、
モ
バ
イ
ル

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
は
現
地
に
残

し
、
他
の
支
援
チ
ー
ム
に
数
カ

月
間
使
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

熊
本
で
の
地
震
発
生
後
、
和

歌
山
で
医
薬
品
を
調
達
し
て
モ

バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
搭
載

し
現
地
の
支
援
に
出
向
い
た

が
、
益
城
町
で
は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が

持
ち
込
ん
だ
薬
を
調
剤
す
る
役

割
を
担
当
。
搭
載
し
た
医
薬
品

を
使
う
機
会
は
な
か
っ
た
。
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
チ
ー
ム
は
短
期
間
で

入
れ
替
わ
り
、
持
ち
込
む
薬
も

そ
の
都
度
異
な
る
。
毎
回
、
薬

を
リ
ス
ト
化
す
る
作
業
が
必
要

で
、
和
歌
山
に
残
っ
た
メ
ン

バ
ー
に
薬
の
写
真
を
送
信
し
、

名
称
や
数
量
を
確
認
し
て
も

ら
っ
た
。
リ
ス
ト
作
成
に
は
持

参
し
た
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ

が
役
立
っ
た
と
い
う
。

　

続
い
て
出
向
い
た
長
陽
地
域

の
救
護
所
で
は
、
日
本
赤
十
字

社
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
の
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
。

同
じ
地
元
で
連
携
が
深
ま
り
、

院
外
処
方
箋
で
対
応
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
日
々
服
用
し
て
い

る
生
活
習
慣
病
治
療
薬
等
の
需

要
が
高
く
、
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
に
搭
載
し
た
急
性
期
疾

患
用
の
薬
を
使
う
機
会
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
。
熊
本
県
薬
か
ら

必
要
な
医
薬
品
の
提
供
を
受
け

た
ほ
か
、
卸
か
ら
必
要
な
薬
を

調
達
し
、
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
で
調
剤
し
た
。
こ
こ
で
の

経
験
が
和
歌
山
県
の
「
災
害
時

医
薬
品
等
供
給
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

等
に
反
映
さ
れ
た
。

　

薬
剤
師
は
救
護
所
の
衛
生
環

境
を
保
つ
役
割
も
担
っ
た
。
二

酸
化
炭
素
濃
度
を
定
期
的
に
測

定
し
、
高
い
よ
う
な
ら
換
気
し

て
新
鮮
な
空
気
を
取
り
入
れ
、

被
災
者
の
健
康
維
持
を
支
え
た
。

16
年
の
熊
本
地
震
、数
カ
月
設
置

熊本地震ではモバイルファーマシーで現地に出向き
被災者の支援を行った

夜
間
に
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
車
内
で

薬
剤
リ
ス
ト
を
確
認
す
る

益
城
町
で
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
一
緒
に
支
援
活
動
を
展
開
し
た

（
中
央
に
い
る
の
は
第
一
班
で
出
務
し
指
揮
を
と
っ
た

和
歌
山
県
薬
の
稲
葉
会
長
）

救護所の長陽中学校でモバイルファーマシーによる調剤を実施

救
護
所
の
長
陽
中
学
校
で

お
薬
相
談
室
も
担
当
し
た

モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
は
和
歌
山
県
薬
会
館
敷
地
の

ガ
レ
ー
ジ
に
収
納
し
て
い
る

モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
で
支
援


